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巧
み
に
動
く
身
体
（
か
ら
だ
） 

山
崎 

健
（
新
潟
大
学
） 

 

ヒ
ト
の
身
体
は
、
他
の
動
物
と
大
き
く
異
な
り
、

最
も
大
き
な
特
徴
は
直
立
二
足
歩
行
で
、
か
つ
「
弾

性
」
を
利
用
し
て
走
れ
る
（
跳
ね
る
）
こ
と
で
す
。 

で
は
ス
ポ
ー
ツ
が
人
類
史
的
に
形
成
さ
れ
て
き

た
身
体
文
化
な
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
の
動
き
の
発
展
に

対
応
し
て
私
た
ち
の
身
体
の
構
造
と
機
能
も
変
わ

っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 

解
剖
学
的
な
答
え
は
否
で
す
。「
ヒ
ト
は
、
こ
こ

数
万
年
ほ
ど
、
解
剖
学
的
、
す
な
わ
ち
身
体
的
に

は
変
化
し
て
い
な
い
」
。
「
お
そ
ら
く
、
人
の
脳
の

機
能
も
ま
た
、
数
万
年
こ
の
か
た
変
化
し
て
い
な

い
は
ず
」
１

で
す
。 

 

つ
ま
り
、
「
ス
ポ
ー
ツ
誕
生
」
の
は
る
か
以
前
、

ク
ロ
マ
ニ
ョ
ン
人
段
階
で
、
私
た
ち
は
「
巧
み
に

動
く
身
体
（
構
造
と
機
能
）」
を
獲
得
し
て
い
た
こ

と
と
な
り
ま
す
。 

 

人
類
史
的
に
形
成
さ
れ
た
身
体 

樹
上
生
活
に
対
応
し
た
「
第
一
次
運
動
革
命
」

は
、
ア
ウ
ス
ト
ラ
ロ
ピ
テ
ク
ス
が
誕
生
す
る
段
階

ま
で
一
〇
〇
〇
万
年
以
上
続
き
、
腕
歩
行
と
脊
柱

の
直
線
化
、
肩
関
節
の
変
化
、
把
握
す
る
手
掌
、

歩
行
と
中
殿
筋
の
作
用
が
類
似
し
た
「
垂
直
木
登

り
」
等
々
が
直
立
二
足
歩
行
に
移
行
す
る
際
の
準

備
と
な
っ
た
の
で
す
２

（
い
わ
ば
サ
ル
の
身
体
）
。

人
類
固
有
の
「
直
立
二
足
歩
行
」
で
き
る
身
体
は

大
変
長
い
時
間
を
か
け
て
進
化
し
て
き
ま
し
た
。 

ア
フ
リ
カ
の
大
地
溝
帯
形
成
に
よ
る
環
境
の
激

変
が
、
約
四
〇
〇
万
年
前
の
二
足
歩
行
の
ア
フ
ァ

ー
ル
猿
人
（
脳
は
四
五
〇
㌘
で
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
と

同
程
度
だ
が
直
立
二
足
歩
行
を
行
っ
て
い
た
）
を

誕
生
さ
せ
、
ま
さ
に
人
類
へ
の
「
第
一
歩
」
を
踏

み
出
し
た
と
さ
れ
ま
す
。
更
に
二
〇
〇
万
年
後
の

ロ
ブ
ス
ト
ゥ
ス
猿
人
（
脳
の
重
さ
は
五
〇
〇
㌘
程

度
、
石
器
の
製
作
を
行
っ
て
お
り
、
拇
指
の
発
達

に
よ
る
対
置
性
（
精
密
把
握
）
を
可
能
と
し
た
）

を
経
て
、
一
六
〇
万
年
前
と
さ
れ
る
現
代
人
と
ほ

ぼ
同
様
の
直
立
二
足
歩
行
を
す
る
ホ
モ
・
エ
レ
ク

ト
ゥ
ス
（
脳
重
量
九
〇
〇
㌘
）
に
い
た
り
ま
す
３

。 

ヒ
ト
に
象
徴
的
な
「
高
い
文
化
」
は
す
べ
て
直

立
姿
勢
（
歩
行
）
か
ら
生
じ
て
い
る
特
徴
で
す
４

。 
 

「
高
い
文
化
」
も
ル
ー
ツ
と
し
て
ヒ
ト
固
有
の

身
体
に
規
定
さ
れ
る
可
能
性
を
持
っ
て
お
り
、「
高

い
文
化
」
の
発
生
以
前
に
、
お
そ
ら
く
は
道
具
の

制
作
と
使
用
を
含
む
『
労
働
』
に
よ
っ
て
、
人
類

に
特
徴
的
な
ほ
と
ん
ど
の
構
造
と
機
能
が
既
に

「
出
来
上
が
っ
て
い
た
」
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

日
常
の
動
作
と
ス
ポ
ー
ツ
の
動
作 

 

身
体
は
骨
と
骨
と
が
関
節
で
結
び
つ
き
、
そ
の

関
節
を
ま
た
い
だ
筋
肉
の
収
縮
や
弛
緩
に
よ
り

「
動
き
」
が
起
る
の
で
、
胴
体
や
手
足
が
勝
手
に

動
こ
う
と
す
る
「
自
由
度
」
が
大
変
に
高
く
な
っ

て
き
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
の
運
動
は
、
関
節
の

屈
伸
と
い
っ
た
単
純
な
動
き
だ
け
で
は
な
く
、
幾

つ
か
の
動
き
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
「
動
作
」
と
し

て
、
歩
・
走
・
跳
・
投
・
打
・
泳
な
ど
の
「
基
本

的
運
動
形
態
」
と
し
て
発
現
し
ま
す
。
こ
の
無
数

の
自
由
度
を
あ
る
程
度
の
範
囲
内
で
類
似
し
た
パ

タ
ー
ン
に
纏
め
て
い
る
も
の
が
「
基
本
的
な
動
作
」

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
だ
け
高
い
自

由
度
を
持
っ
た
身
体
を
、
刻
々
と
変
化
す
る
複
雑

な
環
境
条
件
下
で
、
ま
っ
た
く
同
一
の
運
動
経
過

と
し
て
、
脳
が
事
前
に
運
動
パ
タ
ー
ン
を
準
備
で

き
る
の
か
と
い
う
問
題
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

も
し
、
人
類
学
的
な
身
体
の
構
造
と
機
能
が
、

こ
こ
数
万
年
変
わ
っ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
れ

ら
の
「
基
本
的
運
動
形
態
」
も
数
万
年
前
に
は
「
出

来
上
が
っ
て
い
た
」
こ
と
と
な
り
、
と
あ
る
日
「
狩

猟
の
達
人
」
は
、
八
〇
〇
㌘
の
や
り
を
九
〇
ｍ
投

げ
て
獲
物
を
仕
留
め
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

効
率
的
な
動
作
は
何
故
生
ま
れ
る
の
か 

 

上
体
が
鉛
直
に
立
ち
、
股
・
膝
関
節
が
一
八
〇

度
伸
び
て
直
立
二
足
姿
勢
が
可
能
な
骨
格
構
造
を

も
つ
ヒ
ト
で
は
、
直
立
を
保
つ
の
に
筋
力
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
ほ
と
ん
ど
必
要
せ
ず
、
脊
柱
の
Ｓ
字
カ

ー
ブ
と
あ
い
ま
っ
て
動
的
な
弾
力
的
姿
勢
保
持
に

役
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ヒ
ト
の
「
ス
ト
ラ
イ

ド
歩
行
」
で
は
筋
活
動
は
交
互
に
働
い
て
休
止
時

間
が
長
く
、
活
動
電
位
も
小
さ
い
た
め
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
と
疲
労
が
少
な
く
、
持
続
性
の
あ
る
歩

行
が
可
能
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
５

。 
 

走
運
動
で
は
「
弾
性
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
利
用
で
、
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着
地
時
の
伸
張
性
収
縮
を
次
の
短
縮
性
収
縮
に
再

利
用
し
、
仕
事
量
を
増
す
と
同
時
に
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
を
節
約
し
て
い
ま
す
。
ま
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
は
長
距
離
走
の
速
度
で
は
効
率
が
高
く
、
ス

プ
リ
ン
ト
で
は
効
率
が
低
く
な
り
、「
長
距
離
選
手

は
速
度
が
六
ｍ
／
Ｓ
以
下
の
と
こ
ろ
で
効
率
が
よ

く
、
短
距
離
選
手
は
速
度
が
七
ｍ
／
Ｓ
以
上
の
と

こ
ろ
で
効
率
が
高
い
」
こ
と
か
ら
筋
の
特
質
に
よ

り
効
率
が
違
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
６

。 
 

こ
の
「
弾
性
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
」
や
「
効
率
」

は
私
た
ち
の
動
作
を
一
定
の
運
動
経
過
に
「
収
斂
」

さ
せ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
働
い
て
い
る
よ
う
で
、

各
自
の
身
体
の
構
造
と
機
能
に
応
じ
て
、
そ
の
運

動
課
題
に
最
適
な
「
効
率
」
が
幾
つ
か
存
在
し
て

お
り
、
そ
の
効
率
と
の
ズ
レ
が
「
教
師
役
」
と
し

て
基
本
的
な
運
動
形
態
と
運
動
経
過
を
制
御
（
自

動
学
習
）
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説

が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

こ
の
「
熟
練
」
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
小
脳
が
深
く

関
係
し
７

、
小
脳
で
実
際
と
の
誤
差
を
計
算
し
な

が
ら
運
動
系
の
内
部
モ
デ
ル
（
遅
い
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
系
制
御
）
を
完
成
さ
せ
る
の
に
対
応
し
、
そ

の
後
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
受
け
ず
に
運
動
系
の

逆
シ
ス
テ
ム
の
内
部
モ
デ
ル
（
速
い
フ
ィ
ー
ド
フ

ォ
ア
ワ
ー
ド
系
制
御
）
を
完
成
さ
せ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
８

。 
 

巧
み
な
動
作
を
実
現
し
て
い
る
重
要
な
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
一
つ
が
、
こ
の
小
脳
の
自
動
学
習
性
と
い

う
こ
と
で
「
使
え
ば
使
う
ほ
ど
上
手
に
な
る
」
と

表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

絶
対
値
の
違
い
と
「
巧
み
な
動
き
」 

 

一
九
九
一
年
、
東
京
で
の
世
界
陸
上
競
技
選
手

権
・
男
子
一
〇
〇
ｍ
決
勝
で
の
ル
イ
ス
の
逆
転
劇

は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
際
の

バ
レ
ル
は
、
最
後
の
一
〇
ｍ
で
「
オ
ー
バ
ー
ス
ト

ラ
イ
ド
」
で
「
ピ
ッ
チ
が
低
下
」
し
て
逆
転
を
許

し
、
翌
年
ハ
イ
ピ
ッ
チ
走
法
に
改
善
し
て
世
界
新

記
録
を
塗
り
替
え
た
こ
と
も
周
知
の
事
実
で
す
。 

 

我
々
の
研
究
で
も
、
小
学
生
は
ス
ト
ラ
イ
ド
が

ス
タ
ー
ト
か
ら
徐
々
に
大
き
く
な
り
、
ト
ッ
プ
ス

ピ
ー
ド
以
降
も
更
に
増
大
し
て
ピ
ッ
チ
の
低
下
を

ま
ね
い
て
失
速
す
る
こ
と
。
ま
た
、
ス
プ
リ
ン
ト

ド
リ
ル
の
実
施
に
よ
り
疾
走
速
度
の
向
上
と
動
作

改
善
が
な
さ
れ
る
こ
と
９

が
わ
か
り
ま
し
た
。 

 

つ
ま
り
、
出
力
と
い
う
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
的
な
絶

対
値
は
違
う
も
の
の
「
ト
ッ
プ
ス
ピ
ー
ド
の
低
下
」

と
い
う
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
的
な
動
き
は
類
似
し
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

も
し
も
人
類
学
的
に
こ
こ
数
万
年
私
た
ち
の
身

体
の
構
造
と
機
能
が
変
化
し
て
お
ら
ず
、
発
達
差

や
年
齢
差
、
男
女
差
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
程
度
、

人
種
の
差
な
ど
は
あ
る
意
味
で
『
誤
差
』
で
あ
る

と
の
大
前
提
に
立
て
ば
、
絶
対
値
の
違
い
は
あ
る

も
の
の
、「
巧
み
に
動
く
身
体
」
は
誰
に
で
も
普
遍

的
に
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
。
運
動
が
巧
く
で

き
な
い
の
は
、「
た
ま
た
ま
」
経
験
が
な
い
と
か
間

違
っ
た
方
法
を
学
習
し
た
と
か
、
あ
る
い
は
絶
対

値
が
「
多
少
」
合
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

そ
も
そ
も
、
私
た
ち
の
身
体
は
、「
は
る
か
以
前
か

ら
」
巧
み
に
動
く
構
造
と
機
能
を
持
っ
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。 
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